
地価調査制度について
１ 目 的

・国土利用計画法施行令に基づき県が毎年実施

・地域の代表的・標準的な地点を選定し、その地点の７月１日現在の１㎡（林地は１０アール）あたりの
土地の標準価格を判定し、公表。

・国の行う地価公示とあわせ、一般の土地の取引価格に対して指標を与え、また、公共用地の取得価格算
定の規準や国土利用計画法に基づく土地売買等届出における土地取引価格の審査、分析の規準とされるこ
とにより、適正な地価の形成に寄与することを目的とする。

２ 令和８年調査地点数－県内全域２２６地点

・継続選定替別：継続調査地点 ２２６地点 、 選定替地点 ０地点

・用途別：住宅地１４５地点、宅地見込地 ３地点、商業地 ６８地点、工業地 ５地点、林地 ５地点

・地価公示との同一調査地点（共通地点）：１３地点

３ 価格の判定

・標準価格は、各調査地点について、鑑定評価員（不動産鑑定士）の鑑定評価を求め、その結果を審査調
整し、判定したもの。

・この標準価格とは、その土地について自由な取引が行われるとした場合におけるその取引について通常
成立すると認められる価格（正常価格）である。
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地価公示との比較

2

地 価 調 査 地 価 公 示

根拠法令 国土利用計画法施行令（第９条） 地価公示法

事業主体 都道府県知事 国土交通省土地鑑定委員会

調査対象区域
県下全域１５市町村
（１０市４町１村）

都市計画区域１５市町村
（１０市４町１村）

調査地点数
基準地２２６地点
（住宅地、商業地等 ２２１

林地 ５ ）

標準地２２８地点
（住宅地、商業地等 ）

選定基準
基準地の代表性・中庸性・安定性・
確定性の諸原則に留意して選定

同左

鑑定評価員 各地点、不動産鑑定士 １名 各地点、不動産鑑定士 ２名

価 格の判定
不動産鑑定士の鑑定評価を基に、県
がその正常価格を判定
＜標準価格＞

不動産鑑定士の鑑定評価を基に、土地鑑
定委員会がその正常価格を判定
＜公示価格＞

実施状況

昭和５０年から実施
基 準 日 毎年７月１日
公 表 日 ９月下旬

（令和８年９月１６日予定）

昭和４５年(本県は４９年)から実施
基 準 日 毎年１月１日
公 表 日 ３月下旬

（令和８年３月１８日公表）



令和８年地価調査の概要（全国の状況）

住宅地 商業地 全用途平均

R7 R8 R7 R8 R7 R8

全国平均 1.0 1.0 2.8 2.9 1.5 1.5

三大都市圏 3.2 3.2 7.2 7.4 4.3 4.4

地方圏 0.1 0.1 1.0 0.9 0.4 0.4

■ 全国平均
・商業地では上昇率が拡大し、全用途平均、住宅地は前年と同じ上昇率となった。

■ 三大都市圏
・全用途平均、商業地で上昇率が拡大し、住宅地は前年と同じ上昇率となった。

■ 地方圏
・商業地では上昇率が縮小し、全用途平均、住宅地は前年と同じ上昇率となった。

参考資料P1
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令和８年地価調査の概要（富山県及び北陸の状況）

住宅地 商業地 全用途平均

R７ R8 R７ R8 R７ R8

富山県 ▲0.3 ▲0.2 0.5 0.6 0.0 0.1

石川県 0.6 0.3 1.9 1.6 1.0 0.7

福井県 ▲0.5 ▲0.4 ▲0.4 ▲0.1 ▲0.5 ▲0.3

北陸平均 0.0 0.0 0.7 0.7 0.3 0.2

・全用途平均は、横ばいから上昇となった。
・住宅地は下落が継続しており、下落率は縮小した。
・商業地は５年連続の上昇となり、上昇率は拡大した。

・北陸平均では、全用途平均は上昇率が縮小した。
・住宅地では横ばいが継続し、商業地では前年と同じ上昇率となった。

R７ R８
◼ 全用途 ０.０％ ⇒ ０.１％（平成４年以来３４年ぶりの上昇）
◼ 住宅地 ▲０.３％ ⇒ ▲０.２％（平成10年から２９年連続下落）
◼ 商業地 ０.５％ ⇒ ０.６％（令和４年から５年連続上昇）

【富山県】

【北陸】

参考資料 P1,P4,P5
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令和８年地価調査の概要（市町村別変動率）

・全用途平均では、富山市、舟橋村が13年連続の上昇。射水市が初めて上昇となった。
・住宅地では、富山市が11年連続、舟橋村が13年連続の上昇。射水市が初めて上昇となった。
・商業地では、富山市が13年連続の上昇。立山町、入善町が下落から上昇に転じた。

参考資料P2
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全用途平均 住宅地 商業地

R7 R8 R7 R8 R7 R8

富 山 市 1.3 1.2 0.9 0.7 2.2 2.1

高 岡 市 ▲ 1.1 ▲ 1.1 ▲ 1.3 ▲ 1.3 ▲ 0.7 ▲ 0.9

魚 津 市 ▲ 1.2 ▲ 1.1 ▲ 1.2 ▲ 1.1 ▲ 1.1 ▲ 1.3

氷 見 市 ▲ 1.3 ▲ 1.5 ▲ 1.3 ▲ 1.4 ▲ 1.5 ▲ 1.5

滑 川 市 ▲ 1.0 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 1.5 ▲ 1.0

黒 部 市 ▲ 1.0 ▲ 0.9 ▲ 1.4 ▲ 1.3 0.0 0.0

砺 波 市 0.1 0.4 0.0 0.5 ▲ 0.6 ▲ 0.6

小 矢 部 市 ▲ 1.0 ▲ 1.0 ▲ 1.4 ▲ 1.4 ▲ 0.5 ▲ 0.5

南 砺 市 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 1.0 ▲ 1.0 ▲ 0.7 ▲ 0.5

射 水 市 ▲ 0.4 0.3 ▲ 0.4 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.6

舟 橋 村 2.0 1.9 2.0 1.9 ― ―

上 市 町 ▲ 1.6 ▲ 1.4 ▲ 1.5 ▲ 1.2 ▲ 1.6 ▲ 1.7

立 山 町 0.1 1.3 0.9 1.6 ▲ 0.7 0.8

入 善 町 ▲ 1.7 ▲ 0.4 ▲ 2.3 ▲ 2.1 ▲ 0.9 2.2

朝 日 町 ▲ 1.3 ▲ 1.4 ▲ 1.6 ▲ 1.7 ▲ 1.2 ▲ 1.3

合 計 0.0 0.1 ▲ 0.3 ▲ 0.2 0.5 0.6



令和８年地価調査の概要（上昇・横ばい・下落地点）

（林地除く、継続地点のみ）

参考資料P8～P10, P13~P17

6昨年に比し、上昇地点が増加し、横ばい地点が減少している。

上昇 横ばい 下落

R7 R8 R7 R8 R7 R8
住宅地 39地点 富山市33

砺波市2
射水市2
舟橋村1
立山町1

53地点 富山市37
砺波市4
射水市9
舟橋村1
立山町2

38地点 富山市14
高岡市4
魚津市2
滑川市3
黒部市1
砺波市2
南砺市3
射水市9

23地点 富山市8
高岡市3
魚津市2
滑川市3
黒部市1
南砺市3
射水市3

66地点 富山市8
高岡市21
魚津市3
氷見市5
滑川市3
黒部市4
砺波市1
小矢部市3
南砺市8
射水市3
上市町2
立山町1
入善町3
朝日町1

69地点 富山市10
高岡市22
魚津市3
氷見市5
滑川市3
黒部市4
砺波市1
小矢部市3
南砺市8
射水市3
上市町2
立山町1
入善町3
朝日町1

宅地見込地 2地点 富山市2 2地点 富山市2 0地点 0地点 1地点 高岡市1 1地点 高岡市1

商業地 27地点 富山市27 29地点 富山市27
立山町1
入善町1

23地点 富山市2
高岡市8
魚津市1
黒部市1
砺波市1
小矢部市1
南砺市2
射水市4
立山町1
入善町1
朝日町1

21地点 富山市2
高岡市8
魚津市1
黒部市1
砺波市1
小矢部市1
南砺市2
射水市4
朝日町1

18地点 富山市1
高岡市5
魚津市1
氷見市1
滑川市1
砺波市1
小矢部市1
南砺市1
射水市1
上市町2
立山町1
入善町1
朝日町1

18地点 富山市1
高岡市5
魚津市1
氷見市1
滑川市1
砺波市1
小矢部市1
南砺市1
射水市1
上市町2
立山町1
入善町1
朝日町1

工業地 3地点 富山市1
砺波市1
射水市1

2地点 富山市1
砺波市1

2地点 高岡市1
黒部市1

3地点 高岡市1
黒部市1
射水市1

0地点 0地点

合計 71地点 86地点 63地点 47地点 85地点 88地点



【住宅地】
・1位 富山市舟橋南町（２２年連続）１３３，０００円/㎡（変動率０．８％）

※平成１７年に近隣地で選定替えのため、実質的には３８年連続の１位

順位 所在地 ７年価格
（円／㎡）

８年価格
（円／㎡）

変動率

１ 富山市舟橋南町6番３外 132,000 133,000 0.8％

２ 富山市鹿島町1丁目7番５ 121,000 122,000 0.8％

３ 富山市奥田寿町字桶川1番38 108,000 112,000 3.7％

４ 富山市西中野町1丁目3番５ 88,500 91,100 2.9％

５ 富山市花園町3丁目2番４ 83,800 86,300 3.0％

令和８年地価調査の概要（価格高順位地点）

【商業地】

・1位 富山市桜町２丁目（３５年連続）６７３，０００円/㎡（変動率６．０％）

順位 所在地 ７年価格
（円／㎡）

８年価格
（円／㎡）

変動率

１ 富山市桜町２丁目1番５ 635,000 673,000 6.0％

２ 富山市牛島町116番外 455,000 500,000 9.9％

３ 富山市新富町2丁目4番20外 359,000 380,000 5.8％

４ 富山市神通本町1丁目3番5外 275,000 295,000 7.3％

５ 富山市荒町5番３外 270,000 275,000 1.9％

（R8住宅地平均価格：31,300円）

（R8商業地平均価格：86,100円）

参考資料P７
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◼地価公示との共通地点における半年ごとの平均変動率の
推移

令和８年地価調査の概要（共通地点における変動率）

R6.7→R7.1
調査 公示

R7.1→R7.7
公示 調査

R7.7→R8.1
調査 公示

R8.1→R8.7
公示 調査

住宅地
（９地点）

0.6％ 0.7％ 0.7％ 0.7％

商業地
（４地点）

0.9％ 0.9％ 0.9％ 0.7％

全用途
（13地点）

0.7％ 0.7％ 0.7％ 0.7％

参考資料P 11
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